
10,000回再生突破！嬉しいお知らせです！！

2023年7月8日  現在、
皆様、いつもありがとうございます。この度、こちらの動画が10.000回再生していただけました
！！

こちらの動画は、

「忙しい人のための先生,教員向け-いじめ対策入門カット版」

となっております。

動画の詳細内容です。

昨今のいじめ問題は、本質は同じでも状況も内容も複雑になっています。

そして、その分教育現場ではより適切な対応が求められています。

チーム学校やいじめ教育、さまざまな視点からいじめについて学び、対応していくことこそ、最
も解決に向かった近道ではないでしょうか。

この動画は、
全4編、「導入編」・「事前対応編」・「発生時対応編」・「事後対応編」の「導入編」になりま
す。

https://www.prerele.com/releases/detail/39721
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「導入編」では、
いじめについて対処を考えている人や、教員等に向けていじめをどのように解決していくのかの
手掛かりになることを趣旨としています。

いじめについての理解を解説して、「事前対応編」・「発生時対応編」・「事後対応編」では具
体的な対処法をお伝えします。

「事前対応編」では、 「教育現場で使えるいじめの事前対応」について解説していきます。
いじめ対策には、まずは「いじめの事前対応」をすることが必要不可欠です。

いじめについて対処を考えている人や、教員等に向けていじめをどのように解決していくのかの
手掛かりになることを趣旨としています。

「発生対応編」では、 「教育現場で使えるいじめの発生対応」について解説していきます。

いじめ対策には、何といってもは「いじめの発生時の対応」をすることが必要不可欠です。

いじめについて対処を考えている人や、教員等に向けていじめをどのように解決していくのかの
手掛かりになることを趣旨としています。

「事後対応編」では、 「教育現場で使えるいじめの事後対応」について解説していきます。

いじめ対策には、何といってもは「いじめを解決した後の、事後対応」をすることが必要不可欠
です。

いじめについて対処を考えている人や、教員等に向けていじめをどのように解決していくのかの
手掛かりになることを趣旨としています。

ぜひ教育関係者の方、また当事者の方には何度も見ていただきたいです。
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皆さんこんにちは♪学校心理士，応用心理士の栗本顕です。
当チャンネルでは、いじめ撲滅委員会の活動の一つとして、いじめ対策やその予防・知識などに
ついて動画を上げています！是非ご活用ください。

いじめ撲滅委員会のＨＰでは、さらに細かく、具体的に記事を書かせていただいております。
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